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神戸医療産業都市
K o b e B i o m e d i c a l I n n o v a t i o n C l u s t e r

介 護 ・ リ ハ ビ リ ロ ボ ッ ト
開 発 ・ 導 入 促 進 事 業



神戸の介護・リハビリロボット機器の開発環境

 市内の高度専門機関や専門家を活用した開発支援

 病院や介護施設等との密接な連携体制の構築

 現場ニーズを適切に反映したロボット機器等の開発促進

病院・介護施設

県立福祉のまちづくり研究所 日本福祉用具評価センター

企業

イノベーションの創出

密接な連携

大学

神戸大学大学院
システム情報学研究科

神戸学院大学
総合リハビリテーション学部

① 市内の高度専門機関
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県立リハビリテーション中央病院

適寿リハビリテーション病院

市立医療センター 中央市民病院



介護・リハビリロボット開発・導入促進事業

ニーズ
調査

実証
評価

販促

開発にかかる総合支援窓口
「ひょうごKOBE 介護・医療ロボット開発支援窓口」
市内福祉施設・医療機関等との連携した開発の支援
（県立福祉のまちづくり研究所内）

開発

ｺﾝｾﾌﾟﾄ
設定

ニーズ
調査

専門家によるアドバイス支援
医師、ロボット工学博士(大学教授)、看護師、
療法士、安全性評価機関、福祉用具専門相談員、
元メーカー福祉機器事業責任者

福祉施設向けの取り組み

介護現場スタッフとの意見交換
⇒機器について意見交換

セミナーやワークショップ
⇒ロボットの普及・啓発介護施設見学会

開発コンセプトの設定

展示会への
共同出展

開発費用の補助
最大300万円の補助

ビジネスセミナー

実証評価費用の補助
最大50万円の補助

介護現場等によるお困りごと発表会
介護現場等の課題やニーズの把握

ビジネス
交流会

介護施設と企業との意見交換会
機器開発の妥当性等についての意見交換

病院

介護施設専門家

支援ネットワーク総合支援窓口
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こうべ介護リハビリロボット
開発支援ボード

特別養護老人ホーム・介護老人保健施設・有料
老人ホーム・サービス付き高齢者住宅・通所型
サービス事業者・訪問型サービス事業者etc

次世代型住モデル空間
(県立福祉のまちづくり研究所)

⇒実際の家庭や施設の住空間を再現し、
企業のロボット開発や介護現場への
導入を支援

http://4.bp.blogspot.com/-neLgv1W9L8s/VWPv6YqfLFI/AAAAAAAAtvg/12qT2eFltvM/s800/medical_kaigyoui.png
http://1.bp.blogspot.com/-wqa7uTnP6v0/VSufO6KauWI/AAAAAAAAs4c/leH-H5gVK7A/s800/job_kaigoshi_woman.png
http://4.bp.blogspot.com/-w479PzxVHA8/V1z9Kq-uRzI/AAAAAAAA7Ps/JfchSeRC-Rc8wT3Gi1OvoB8--89Ux370QCLcB/s800/iryou_doctor_nurse_jimu.png
http://3.bp.blogspot.com/-m7wANl2gXBU/VXOUY8jiKkI/AAAAAAAAuKQ/4425suEKRxU/s800/meishi_man.png


介護・リハビリロボットの開発・導入に向けた介護施設等との連携
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介護・リハビリロボット開発・導入促進事業 (令和元年度)※H29年度～

開発から販売まで
継続的な支援を
して欲しい

福祉現場の職員の
ロボット等導入の

意識改革を

福祉施設における
ロボット導入の

ネットワーク構築を

福祉現場での改良ニー
ズの掘り起しに開発費

が嵩む

世にない初の製品は
実証コストが嵩む

①介護・リハビリロボット開発の事業化支援窓口の設置、運営

②市内の介護・リハビリ施設との構築・協力体制の構築

企業のニーズ

介護・リハビリロボットとは、介護者等の負担の軽減、被介護者・障がい者等の自立支援の促進等を目的とする
ロボット技術（センサー、駆動系、知能・制御系の要素技術のいずれか又は複数の組み合わせ）を活用した機器

・県立福祉のまちづくり研究所内に相談窓口設置
・コンセプト設定から販路まで相談・助言
・研究所内（次世代型住モデル空間）での
実証評価とその後の相談・支援

・介護施設等によるお困りごと発表会
・介護施設見学会
・介護施設等と企業との意見交換会

福祉現場での
実証計画を

支援して欲しい

③介護・リハビリロボットの開発費補助

・介護・リハビリロボット開発補助金 300万円限度
・介護・リハビリロボット実証評価経費補助金 50万円限度
※補助率5割

こうべ介護リハビリロ
ボット開発支援ボード

事業

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A2RCNFyDSEVY6gsAayWDTwx.;_ylu=X3oDMTFsNTFybXF2BHBhdHQDZ2dsBHBvcwMxBHByb3ADZ2lzZWFyY2gEcXADBHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=177o5qhv8/EXP=1481036355/**http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&gdr=1&p=%EF%BD%B2%EF%BE%97%EF%BD%BD%EF%BE%84+%E7%84%A1%E6%96%99+%E5%B8%82%E5%BD%B9%E6%89%80


介護・リハビリロボットの開発・導入に向けた介護施設等との連携

介護・リハビリロボットの各開発段階における介護施設等との連携

構想段階 試作段階 実証段階

介護・リハビリロボットの開発段階

介護施設
等の負担
度合い

重

軽

開発コンセプトの段階（実機不要）や
開発途中にある機器について
介護施設等での自由な意見交換を通じて、
機器の対象者と適用範囲、期待される効果、
開発にあたっての課題等について話し合いを行う

・試作機の基本コンセプトや動作・機構の確認を目的とするパイロット試験
・改良試作機に関する改良点の確認と残された課題の発見を目的とする試験
・試作機が上市可能であるかどうかを確認するための最終確認試験 等

企業が介護施設等における現場課題等を把握し介護施設運営者
とともに、真に現場に有効な製品やサービスの開発につなげる。
・介護施設の見学、質問会、施設従事者によるお困りごと発表会
・企業からの介護施設への新たな機器開発の提案・意見交換会

介護従事者との
意見交換会

現場スタッフ等
との意見交換

まちづくり研究所内で
の実証評価と介護施設
等への導入等支援



展示会への共同出展
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１．国際義肢装具協会（ＩＳＰＯ）世界大会2019の概要（30年ぶりの日本開催）

会 期：2019年10月5日(土)～8日(火)

大会長：陳 隆明 先生（兵庫県立総合リハビリセンター所長）

会 場：神戸市コンベンションセンター

参加者：世界70カ国 約5,000人（海外60％・国内40％）

※医師、義肢装具士、セラピスト、エンジニア、介護職、ユーザーなど

【特別企画】介護・医療ロボット見本市

世界で最初に超高齢社会をむかえた日本の重要戦略として、官民一体となって取り組んでいる

介護・リハビリロボットを世界に発信する。

２．展示会への共同出展

・国際福祉機器展（H.Ｃ.Ｒ2019 ）

2019年9月25日～27日 東京ビッグサイト

日本初の福祉機器の国際展示会であり、アジア最大規模の展示会

・東京ケアウィーク（ケアテックス2020）

2020年2月12日～14日 東京ビッグサイト

介護用品はもとより、マーケットが急拡大している高齢者施設向けの

設備・ サービスが一堂に集まる専門展。


